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息の合ったラインダンスを披露したひまわり組の子どもたち

　NHKラジオで放送中の『ラジオ深夜便』。リスナー(聴
取者)がアンカー(進行役)のトークを観覧し、交流ができ
る「ラジオ深夜便のつどい」が文化会館で開催されました。
　千件近い応募の中から当選した観覧者の中には、宮城
県など県外から観覧に来るファンや、録音した10年以上
前の放送を今も楽しんでいる人などもいました。
　小郡市出身の帚木 蓬生さん(作家、精神科医)の講演
会も行われ、軽快なトークに会場は笑いで包まれました。
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あつまれ　あおぞらっこ
第２回あおぞら保育園生活発表会
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　あおぞら保育園の生活発表会が文化会館で開催され、
子どもたちの頑張る姿を一目見ようと多くの保護者が来
館しました。
　あおぞら保育園は、平成28年４月に開園し、今回で
２回目の生活発表会を迎えました。
　０歳児から５歳児まで、年齢に応じて少しずつ難しい
ことにチャレンジし、合唱・合奏・劇のほか、音楽にあ
わせて竹うちやラインダンスなどを楽しく元気に披露
し、保護者の皆さんは子どもたちの成長した姿に大きな
拍手を贈っていました。

全員が真剣に絵札を取り合いました 高学年の部で優勝した岡田ふたばB

　筑紫野市子ども会育成会連絡協議会(市子連)主催の
「ちくしのカルタ大会」がカミーリヤで開催され、13の
地域子ども会から24チーム、100人以上の小学生が参
加しました。この大会は市子連創立30周年の際につく
られた、「ちくしのカルタ」をつかった大会で、今回で
10回目となります。
　低学年と高学年に分かれて1チーム３試合を行い、取っ
た絵札が最も多いチームが優勝となるこの大会。参加し

た子どもたちは真剣な眼差しで集中し、１枚取るたびに
一喜一憂し、白熱した試合で44枚のカルタを取り合い
ました。
　優勝は、低学年の部は「岡田ふたばD」、高学年の部は「岡
田ふたばB」となりました。岡田ふたばBのメンバーは「練
習をたくさんしたので、優勝できてうれしいです」と笑
顔で話してくれました。
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筑紫野市子ども会育成会連絡協議会「ちくしのカルタ大会」
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帚木 蓬生さんの講演は熱心にメモを取る人などもいました



広報ちくしの 平成30年3月1日11 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。
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明るい選挙啓発ポスターコンクール福岡県委員長賞受賞
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　平成29年度明るい選挙啓発ポスターコンクールにお
いて、筑山中出身で九州産業高等学校１年の前田 しお
んさんが福岡県選挙管理委員会の委員長賞を受賞し、こ
の日、市の選挙管理委員会と明るい選挙推進協議会を通
して賞状と記念品が贈呈されました。
　前田さんは「選挙は固いイメージだけど、高校生でも
行きやすいイメージになるように描きました。私も選挙
権を得たら必ず投票して社会に意見を反映させたいで
す」と話してくれました。

▲受賞した前田 しおんさん(中央)　▲受賞した作品

　理事長の松原 静雄さんは「働きたい高齢者の就業率
を上げ、地域社会の支えとして貢献できるシルバー人材
センターを目指します」と話していました。
　設立当初から在籍する会員や事業の発展に貢献した人
への表彰や30年を振り返るムービー上映が行われた後
には踊り、ファッションショー、相撲甚句などのアトラ
クションが披露され、健康で活気に満ちた会員の姿を見
ることができました。

筑紫野市シルバー人材センター設立30周年記念式典

手づくりグループ「夢」会員が披露するファッションショー

/９２

　筑紫野市シルバー人材センターは、企業や一般家庭な
どから受けた仕事の依頼を、働く意欲のある高齢者の会
員に提供する公益社団法人です。昭和63年２月の設立
から今年で30周年を迎え、この日、文化会館で記念式
典が開催されました。
　「自主・自立・共働・共助」を理念として事業の実績
を積み重ねてきた同センターでは、30年で2,600人を
超える人が会員登録し、技術や経験を生かしてきました。
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永年会員表彰を受ける川口 康子さんは在籍30年です

　筑紫野市スポーツ少年団主催の駅伝・マラソン大会が
筑紫野市総合公園で開催されました。240人のスポーツ
少年少女が参加し、駅伝は７チームが10区間を走り、マ
ラソンは小学１・２年生、３・４年生、５・６年生それぞ
れ男女に分かれて走りました。
　雪が降る中、白い息を吐きながら全力で駆ける走者と
応援するチームメイトの熱気は寒さに負けない盛り上が
りでした。
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第35回筑紫野市スポーツ少年団交流駅伝大会・第29回交流マラソン大会
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